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市区町村名 愛媛県 上島町
かみじまちょう

  

担当部署 公共交通課 

電話番号 0897-72-9123 

 

１ 取組事例名 

公営路線バスの予約制導入 

 

２ 取組期間 

令和２年４月～(継続中) 

 

３ 取組概要 

・年々利用者数が減少している上島町が運営する路線バス（自家用有償旅客運送）の一部路線

（弓削支線）について、予約制に切り替えることにより運行経費の削減を図るとともに事務の

効率化を推進する。 

・今後のさらなる高齢化や人口の減少を見据え、バスの予約制の実証運行を行うことで、将来

的な運行形態の再構築と住民サービスの向上を目指す。 

 

４ 背景・目的 

・弓削支線の利用者数は著しく減少している。（H23： 1,513人 → H30： 161人） 

・運行経費は増加傾向にある。 

・町内唯一のバス事業であるため、地域の大切な移動手段として、運行の維持確保を行わなけ

ればならない。 

・高齢化や人口の減少により、大量輸送のサービスよりも、個々の需要に応じた輸送サービス

が求められると予想される。 

                  

★このような背景の中、バス運行を維持確保するとともに運営の効率化を図ることを目的に、

弓削支線の予約制を導入し、運行経費の削減に努める。また、予約制の実証運行を行うことに

より、地域の実情に合った交通体系を構築するための検討材料とする。 

 



2 

 

【参考】 

 

 

 

 

 

 

路線 運行区域 運行距離 

幹 線 立石港～弓削港～久司浦 28.2㎞ 

生名支線 生名島内 14.5㎞ 

弓削支線 弓削・佐島島内の一部 25.6㎞ 

令和元年度利用者数 

幹 線 52,783人 

生名支線 2,167人 

弓削支線 211人 

 

５ 取組の具体的内容 

項  目 説  明 

①予約制化する路線 弓削支線（狩尾・大谷・鎌田・阿土・三ツ小島・江尻方面） 

②運行方式 予約状況により、設定したルート上を最短ルートで運行する方法。  

※予約が無いときは、運行しない。 

③運行ダイヤ 現在の時刻表の発時間に合わせて運行。 

※着時間は、予約状況により異なる。 

④乗降場所 決められた乗降場所のみ可能。 

⑤予約方法 予約の方法は、２種類 

⑴  立石港務所で予約受付（平日、土曜日 7：00～19：00） 

（日曜、祝祭日 8：00～18：00） 

予約期限 １便  8：30まで 

        ２便 10：30まで 

⑵ バス車内で予約受付 

  乗車時に次回の乗車予約を受け付ける。 

⑥予約乗車特典 予約をする手間が発生するため、ポイントカード制を導入する。 

※10回の予約乗車で、1回の乗車が無料。 

⑦実施時期 令和２年４月１日から実施。 

⑧予約伝達方法 立石港務所職員→バス運転手へＬＩＮＥで連絡 

※8：30と 10：30に運行日は予約の有無関係なく伝達 

(タブレット端末を利用) 

⑨予約がない場合の運転手の

業務 

・バス車内売り上げ集計業務 

・バス及びバス車庫清掃・整備 

・その他バス関係事務 
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★利用イメージ
例）
０９：２９江尻バス停発
　　　（利用者乗車）
　　　　　　　↓
０９：３８弓削港務所着
　　　（利用者降車）

●利用者が、まず利用する便の運
行約１時間前までに予約します

●立石港務所で予約を受付、受
付内容をバス運転手に伝えます

●予約に基づきバス停発時刻に合わ
せて予約があったバス停まで行き、目
的地まで最短ルートで運行します

①名前
②予約日
③利用する便
④乗車場所
⑤目的地
⑥連絡先

例）
上島町子様ですね。
８日の江尻バス停
０９：２９発から弓削
港務所までの予約を
うけつけました。

 

６ 特徴（独自性・新規性・工夫した点） 

・利用者の予約をする手間が発生するため、ポイントカード制を導入した。 

・立石港内の町営回漕店（生名フェリー）を受付先にすることで、年中無休での受付対応が可

能となるとともに、予約受付にかかる経費や事務作業の負担を軽減した。 

・予約伝達にＬＩＮＥアプリを用いることで、予約伝達にかかる経費や手間を軽減した。また、

LINEにより、予約の有無の情報をバス運転手、回漕店及び事務職員で共有することで、予約伝

達ミスをなくすよう工夫した。 

 

 

７ 取組の効果・費用 

【効果】 

・予約がない場合にはバスを運行しないため、燃料費の削減による経営改善に繋がるととも

に、利用実態に応じた効率的な運行を図ることができる。 

燃料費の削減 △300,000円/年（見込み） 

・予約がない場合には、運転手が他の業務に従事することが可能となるため、事務職員の負担

軽減などを含め、全体的な事務の効率化が図られる。 

・予約制化による効果、影響や問題点等のデータを得ることができることから、将来的なバス

の運行形態の検討時に有効活用することができる。 

 

【費用】 約 39,000円 

・タブレット購入費  19,800円 

・予約受付票印刷費  10,780円 

・その他必要事務用品  8,405円 
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８ 取組を進めていく中での課題・問題点（苦労した点） 

・予約制への移行に関し、利用者の理解を得ることが難しかった。(バスの運行が無くなるの

ではないかと不安に思う利用者が何人かいた) 

・利用者をバス運転手からの聞き取りで洗い出し、一人ひとり説明を行うことで、予約制移行

への理解を得ることができた。 

 

９ 今後の予定・構想 

利用状況や利用者のニーズ等から判断し、その他の路線についても予約制の導入や車両の小

型化、ＡＩによる予約配車システムやＭaaS等の先端技術の導入も視野に入れ、地域の実情に

合った運行形態を構築したい。 

 

１０ 他団体へのアドバイス 

・交通の抱える状況は、地域ごとに大きく異なるため、どのような方法が効率的で利便性が高

いのか、それぞれの地域に合った仕組みを検討する必要がある。 

・利用者の予約を行う事への抵抗が思いのほか強いことや、自分のためにわざわざ運行しても

らうのは申し訳ないという気持ちが働くようなので、その他の事業の検討においても、利用者

目線に立った立案やシステムづくりを進めることが重要である。 

 

１１ 取組について記載したホームページ 

なし 

 


